
概　況
2006年5月に発表した中期経営計画『FORWARD
08』が最終年度（2009年3月期）を迎えており、
目標の達成に向け、引き続き「ジャンルトップ戦略」
を積極的に推進しました。しかしながら、2007
年夏以降のサブプライムローン問題に端を
発した金融不安がグローバル規模で広が
り、当社グループの中核事業である情報機
器事業が大きな影響を受け、さらに為替も
大幅な円高に変動したことから、当第2四
半期累計期間の業績は増収減益と
なりました。このような中でも、
有利子負債は引き続き削減
に努め、前期末比207億円
減少の2,053億円となり、
自己資本比率は前期末よ
り2.9ポイントアップし、
45.9%に達しました。
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貸借対照表
　当第2四半期末（2008年9月30日現在）の総資産は、

前期末（2008年3月31日）比33億円増加し、9,738億円

となりました。流動資産は、前期末比81億円減少の5,489

億円となりました。これは主に、設備投資の増加や情報機

器事業における米国のダンカ・オフィス・イメージング社の

買収などの資金需要に加え、有利子負債の返済を進めた

結果、現金及び預金と、その同等物の有価証券が減少した

ことによるものです。固定資産は、前期末比114億円増加

の4,249億円となりました。これは主に、有形固定資産に

おけるオプト事業を中心とした設備投資の増加と、貸与資

産の減少、および無形固定資産における情報機器事業で

のダンカ・オフィス・イメージング社の買収によるものです。

　一方、当第2四半期末の負債は、前期末比261億円減少

し、5,260億円となりました。この減少は主に、引き続き有

利子負債を削減した結果で、当第2四半期末の有利子負債

は、前期末比207億円減少し、2,053億円となりました。

　当第2四半期末の純資産は、四半期純利益292億円の

計上などにより利益剰余金が増加し、4,477億円となりま

した。自己資本比率も前期末比2.9ポイント改善し45.9%

となり、さらに財務体質の強化が進みました。１株当たり純

資産額も前期末比56.07円増の842.27円となりました。

損益計算書
　当第2四半期累計期間（2008年4月1日～9月30日）の

連結売上高は前年同期比80億円（1.5％）増収の5,329

億円となりました。この増収は、2008年6月に買収した

■連結貸借対照表（要約） ■有利子負債残高

■連結損益計算書（要約）

（単位：百万円、未満切捨） （億円未満切捨）

資産の部
現金及び預金
受取手形及び売掛金
たな卸資産
その他
流動資産合計
有形固定資産
無形固定資産
投資その他の資産
固定資産合計
資産合計

負債の部
支払手形及び買掛金
有利子負債
その他
負債合計
純資産の部
資本金
資本剰余金
利益剰余金
自己株式
株主資本合計
評価・換算差額等合計
新株予約権
少数株主持分
純資産合計
負債純資産合計

88,278
226,132
136,225
98,292
548,930
239,788
113,046
72,090
424,925
973,855

110,009
205,324
210,721
526,060

37,519
204,140
207,290
△ 1,718
447,231
△ 515
367
710

447,794
973,855

89,218
234,862
132,936
100,093
557,110
245,989
93,848
73,589
413,427
970,538

109,413
226,025
216,788
552,227

37,519
204,140
176,684
△ 1,340
417,003

162
286
858

418,310
970,538

当第2四半期末
2008年9月30日

前期末
2008年3月31日

（単位：百万円、未満切捨）

売上高
売上原価
売上総利益
販売費及び一般管理費
営業利益
営業外収益
営業外費用
経常利益
特別利益
特別損失
税金等調整前四半期純利益
法人税等
少数株主利益
四半期純利益

532,971
289,743
243,227
194,557
48,670
5,717
6,510
47,877
6,820
4,842
49,856
20,572

3
29,279

524,958
265,275
259,682
202,623
57,059
5,710
8,098
54,670
1,352
2,169
53,853
16,127

81
37,644

当第2四半期
2008年4月1日～2008年9月30日

前第2四半期
2007年4月1日～2007年9月30日

2004年度末 2005年度末 2006年度末 2007年度末 2008年9月末

2,053

2,463
2,260

（億円）

コニカミノルタホールディングス株式会社
執行役経理部長

安藤 吉昭（あんどう よしあき）
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キャッシュ・フローの状況
　営業活動によるキャッシュ・フローは、法人税等の支払いがありましたが、税金等調整前四半期

純利益498億円と減価償却費339億円などにより、639億円の収入となりました。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、531億円の支出となりました。これは、ジャンルトップ戦略

に沿った成長分野への投資によるものが中心で、具体的には情報機器事業におけるダンカ・オフィ

ス・イメージング社の買収と、オプト事業の生産力増強にかかる投資です。この結果、フリー・キャッ

シュ・フローは108億円となりました。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、255億円の支出となりました。これは主として、財務体質

強化のための有利子負債の返済と配当金の支払いによるものです。

　以上の結果、円高による影響で為替換算差額27億円を減算、および新規の連結会社による増

加分4億円を加算した当第2四半期末の現金及び現金同等物の残高は1,052億円となりました。

世界的な規模での景気後退、市場環境も急激に変化する中、今後も財務の安定性を向上させる

とともに、さらなる成長に向け財務体質の強化に取り組んでいきます。

■連結キャッシュ・フロー計算書（要約）
ダンカ・オフィス・イメージング社を連結対象会社に加えた

ことで情報機器事業が前年同期間並みの売上高を確保し

たこと、VA-TACフィルムやBD用光ピックアップレンズな

ど成長製品をもつオプト事業が当社グループの売上拡大

を牽引したことによります。

　売上原価は、全社的なコストダウンの取り組みを強化し

ているものの、販売価格の下落や原材料価格の高騰など

の影響を吸収するには至らず、加えて当期よりグループの

会計方針の整備に伴い、従来販売費及び一般管理費、お

よび営業外費用に計上していた費用の一部について、売

上原価に計上変更したこと、さらに税制改正による影響も

あり、前年同期より244億円増加しました。一方、販売費

及び一般管理費は、研究開発費が35億円増加したものの

会計処理の変更の影響もあり、前年同期比で80億円減少

の1,945億円となりました。この結果、営業利益は、前年

同期比83億円（14.7％）減益の486億円となり、営業利

益率は前年同期の10.9％から1.8ポイント低下し9.1％と

なりました。

　営業外損益は、上述の会計処理の変更もあり前年同期

比で好転しましたが、経常利益は、前年同期比67億円

（12.4％）減益の478億円となりました。

　特別損益は、前年同期比で好転しましたが、四半期純利

益は、前年同期比83億円（22.2％）減益の292億円とな

りました。なお、１株当たり四半期純利益も、前年同期比

15.74円減少し、55.19円となりました。

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

Ⅰ+Ⅱ フリー・キャッシュ・フロー

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額（減少：△）

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高

Ⅶ 連結範囲変更に伴う現金及び現金同等物の増加額

Ⅷ 現金及び現金同等物の四半期末残高

63,986

△ 53,182

10,803

△ 25,526

△ 2,729

△ 17,451

122,187

498

105,234

当第2四半期
2008年4月1日～2008年9月30日

（単位：百万円、未満切捨）

コニカミノルタグループでは2005年より「ピンクリボン運動」を支援しています。支援開始

以来、国内ではシンポジウムやピンクリボンTシャツデザイン展の開催、また中国・上海市で

は“愛する女性へ健康について伝える”をテーマにした講座「女性健康講堂」を支援するな

ど、幅広く啓蒙イベントへの協賛を行ってきました。また、超高密度な画像データによって的

確な診断ができるデジタルマンモグラフィ「PCMシステム」の開発など、大切な女性の命と

乳房を守るべく、活動を続けています。

CSR（企業の社会的責任）への取り組み04

乳がんの「早期発見・早期診断・早期治療」の大

切さを世界の女性に伝える運動です。1980年

代にアメリカで始まり、日本で運動が広まったの

は2000年代に入ってからのことです。胸元にピ

ンク色のリボンを付けることでセルフチェックや定期検診を促

し、乳がんに対する意識を高めるのが目的です。

2008年秋、情報を充実させてリニューアルオープン。
乳がんの基礎知識・セルフチェック方法など、乳がんの早
期発見・早期診断の大切さをお伝えしています。
http://konicaminolta.jp/pinkribbon/index.html

コニカミノルタグループが運営するギャ
ラリースペース「コニカミノルタプラザ」
において、2008年10月1～10日の10
日間、特別企画展「ピンクリボンネイル
アート展」を開催しました。この企画展
では、各界著名人がピンクリボン運動へ
の応援の気持ちを込めてデザインした
ネイルアートを中心に、乳がんセルフ
チェックパネルやマンモグラフィの展示
のほか、乳がん体験のあるタレントによ
るトークショーの開催などを通じて、乳
がんに関する知識・検診の重要性を発
信しました。

コニカミノルタ東京サイト（東京都日野市・八王子市）
では、乳がん月間（毎年10月）に合わせ、ピンクリボン
活動支援を表明した掲示板を設置し、社員をはじめ地
域の皆さまにも乳がんの早期発見の大切さをお伝え
しています。（掲示期間：9月19日～10月31日）

乳がん撲滅に向けて「ピンクリボン運動※」を積極的に支援しています。

※ピンクリボン運動とは？

環境ポップアップ絵本「おうちでエコ！」

「ピンクリボン運動」のサイトを
リニューアル

「ピンクリボン活動」支援の
掲示板を社屋に設置

コニカミノルタグループが推進する「社会の中の環境教育普及活動」の一環としてコニカミノルタ環境ウェブサイトでは、子どもから大
人まで楽しみながら環境について学べるコンテンツ「楽しく学ぼう！エコのこと」を掲載しています。
「おうちでエコ！」はその中のひとつ。ウェブサイトから書式をダウンロードし、キッチンやバスルームなどのポップアップ絵本を作り、「水
道はこまめに止める」などのエコアクションが学べます。親子で作りながら地球温暖化について話し合うなど、環境問題を考える一助と
しています。小学生を意識して、カッターナイフでなくハサミで作れるよう設計し、安全面にも配慮しています。

「楽しく学ぼう！エコのこと」http://konicaminolta.jp/about/csr/environment/env_contents/index.html

「ピンクリボン ネイルアート展」を開催
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